
防罪碁草まだ

ヘリで傷病者と物資を空輸

小山田地区防災連絡協議会　会長　萩　伸元

小山田は緑豊かな自然環境に否まれた地区です｡しかし一方災害が発生しやすい自然条件下にあります｡

｢地震防災対策推進地域｣にも指定されています｡事世紀前半には､東海地震や東南海地震が起きる､と確実視

されています｡まさしく､防災対策は､何よりも最優先して取り組まなければなりません｡

町ごとに組織されている｢自主防災隊｣が､その時､力を発揮します｡防災の鉄則は､自分の命は自分で守呑

｢自助｣と､隣近所がお互いに助け合う｢共助｣が大切な〟壷建〟といわれます.みなさんの参加によって訓練の積

み重ねが､基礎を作り､知識と理解を深めていくことで被害を最小限にします｡

緊急時､道路が通れない時､傷病者や生活物資の搬送をヘリコプターで空路輸送します｡離着陸のヘリポー

トは､西陸中の運動場を使うことになっています｡

防災啓発には､享年もみなさんのご協力で､りっぱな｢防災標語｣が寄せられ､一枚のカレンダーにして全戸

配布しました｡カレンダーは各家庭で年中､標語を発信しつつ､陰の意識啓発と共に､災害のないことを祈り

ながら毎Ej見守っています.これからも､明るく､住みよい小山田にするため､温かいご支援と､力強いご協力

をお願いします｡
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災害避難者確認､4グループに分かれ､てんぷ

ら火災対応､消火器の取り扱い､消火栓ボックス

内の器具や消火栓の説明と放水訓練､救急救命･

AEDの講習を実施｡長年放置の消火器の危険性､

耐用年数は8年位で(設置場所などで差がある) ､

腐食して爆発すると垂直に30mくらい飛ぶな

どの説明が行われた｡
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情報伝達､避難､消火器を使った初期消火､煙

体験･脱出訓練､消火栓からの放水消火を光輪寺

など3箇所で行った｡ホースの届く範囲の確認や

器具の点検などを実施｡

地域防災の意識向上と協力体制の強化のため

多くの住民が参力□し､訓練が行われた｡
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小山田消防分団の活動　　_

自分達の町は自分たちで守る消防団は､災害時には消火や救助活動などを行い､平常時には災害予防.啓発

活動や消火･防災訓練指導などを担い､地域の安全確保に窮めています.

小山田消防分団は､現在｢分団長:伊藤忠夫｣以下22名の団員で活動し

ています｡

昨年冬季､小山臼地区では毎月のように家屋火災が発生し異常事態冒

した｡残忍なことに犠牲者も3名でています.

これを教訓に小山田消防分団は､火災発生の予防､災害の備えや日頃

からの地域とのコミュニケーションを目標に､更なる活動のレベルアッ

プを目指します｡

l 1.消防分団の活動

(1 )火災発生時の消火活動

火災では､昼夜の区別なく携帯電話･メ
ール(サイレンを鳴らす時もある)で召

集され､消防車で出動し､消防署と協力

して消火活動にあたります｡

因みに､近年の出動回数はグラフのよう

になっています｡

昨年冬季の小山田地区は､家屋火災が連

続発生し､犠牲者3名がでる異常事態でした｡

六名町と鹿間町の火災では､小山田分団

車は公設消防車より速く1番に駆けつけ

消火にあたりましたが､残念ながら全焼と

なってしまいました｡

また､秋には小山町で放火と思われる産

業廃棄物火災が連続し､連夜警戒パトロー

ルを続けた結果､その後鎮静しました｡
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出動回教

(2)地震､集中豪雨などの災害時の住民の救助活動

匿その他地区 匿小山田地区 
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小山田地区は災害が少なく､2009年は10月7日夜の台風18号の警戒1度で済みました｡

(3)消火防災訓練

消防車のポンプ点検･無線テストを毎月定期的に2回実施し

ています｡毎年真夏に行われる消防操作競技大会(2009年は7

月19日)へ向けて､実践さな

がら一生懸命繰り返し練習

を行いましたが､大会はわ

ずかの差で入賞を逃し残念

でした｡
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消防庁長官表彰　永年勤続功労章

三重県消防協会長表彰　精勤章

三重県消防協会北勢支会長表彰　表彰徽章
//

〟

四日市市長表彰　消防団功労者表彰

四日市市長感謝状　消防団退職者感謝状
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(4)消火栓の点検

2009年も1年間をかけこ小山田地区内の全消火栓､防火用水の点検を行いましたが､全て異常

はありませんでした｡

(5)初期消火､応急手当などの住民指導

2007年度から､地区全体の防災訓練から､町別自

主防災訓練に移行しました｡

2009年度も小山田地区全9町で実施され､次の7

地区で指導をおこないました.参カロされた皆様ご苦

労さまでした｡あってはならない事さすが､万一火災

が発生した時は､消防車が到着するまでの初期消火

活動に期待しています｡

(6)火災予防･啓発活動

呑･秋の火災予防週間には､法律で義務化された｢住宅用火災

警報器｣の取り付けをお願いしました｡

残念ながら､まだまだ設置の割合は低いように見受けられま

す｡ ｢住宅用火災警報器｣は､家庭内の火災をいち早くキャッチし､

逃げ遅れの犠牲者を減らす切り札です｡

まだ設置していない家庭では早急に設置をお願いします｡

住宅用火災警報器は､3′000円前後の手頃な価格となってい

l2.消防団の一団化

煙を検出する　　　熱を検出する

警報器(光電式)　警報器(定温式)

/ピイ1.岩t:.ピイt瑠主計＼

四日市市と楠町の合併以後も別々の組織であった消防団が平成22年4月1日から一団化されま

すo再編に当たって､団員数などの見直しと新たに機能別団員が採用されます｡

機能別団員とは､個人の能力や時間の許す範囲などで､特定の活動のみに参カロする消防団員で､

次のいずれかの活動を行います｡

①災害活動　②予防広報活動　⑨訓練指導活動　④大規模災書活動

l3.消防団昌の募集

昨年､｢防災おやまだ　第5号｣で､女性消防分

団員の募集を始めました｡期待していましたが､

残念ながら1人の応募もありませんでした｡

小山田地区在住､または勤務している18歳以

上で健康な方であれば入団できますので､ぜひ

応募してください｡
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大規模かつ突発的な災害に際して､避難所の円滑な開設.運営が必要ですo 

小山田地区防災連絡協議会は協議芸メンバーや地域

の代表の方々と共に､11月21日(士)小山由地区市民セ

タ一にて､みえ防災コーディネーターの方を講師に避

難所運営についての研

l多芸を実施しましたo

地震発生から3時間､

時間､6時間､7時間経

適時の様々な課題につ

いて問題点を抽出し､

意見交換をしました｡
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●名簿管理 礼�(ｩ��ﾜ�.�ﾒ粳J�ｨ*ﾂ�●ゴミ 

●問い合わせへの対応 凵恤利C 

●取材への対応 凵怎gイレ 

●郵便物.宅配便の取り次ぎ 凵恆|除 ●衛生管理 ●ペット ●医療.介護活動 ●生活用水の管理 

●避難所外情報収集 

●避難所外向け情報発信 ��

●避難所内向け情報伝達 

●食料.物資の調達 調ｲ�����Y��-��xﾇ傅)�ﾈ��$xｽR�●ボランティアの 

●炊き出し 剋��.管理 

●食料.物資の受入 

●食料の管理.配給 

●物資の管理.配給 

●危険箇所対応 白ﾂ罎�●記録 

●防火.防犯 勍●地域との連携 ●その他 


